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例、500 mg/kg 投与群の雄 4例に軽微な再生尿細管が、
500 mg/kg投与群の雄 2 例に軽度な再生尿細管がみら
れ、500 mg/kg投与群の雄で増強傾向が認められた。 

甲状腺 ： 500 mg/kg 投与群の雄 1 例に軽微な濾胞上皮細胞の肥
大が認められた。 

以下に示す所見については、その出現状況あるいは病理組織学的性状からいずれも

偶発性の変化と判断した。なお、剖検時に肝臓の大型化が認められた 500 mg/kg投与
群の雄 1例については、病理組織学検査において剖検所見に関連する異常は認められ
なかった。 

腎臓 ： 500 mg/kg 投与群の雄 1 例に軽微な硝子円柱が、対照
群の雄 3例、500 mg/kg投与群の雄 5例に軽微な間質
の鉱質沈着が認められた。 

肝臓 ： 対照群の雌雄各 1例、500 mg/kg投与群の雌 2例に軽
微な辺縁帯の空胞化が、対照群の雄全例と雌 5例、500 
mg/kg 投与群の雌雄各全例に軽微な微小肉芽腫が認め
られた。 

甲状腺 ： 対照群の雄 1例に異所性胸腺が、対照群の雄 2例、500 
mg/kg投与群の雌雄各 1例に鰓後体の遺残が認められ
た。 
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8. 考察 
 
Sprague-Dawley系 SPFラット〔Crl:CD(SD)〕に β-ブロモスチレンを 0（コーン油：

対照群）、30、125及び 500 mg/kg/dayの用量で 28日間反復強制経口投与し、その毒
性を検討するとともに、対照群及び 500 mg/kg投与群はその後 2週間休薬させ、変化
の可逆性について検討した。 

 
死亡動物は 500 mg/kg投与群の雌 1例（動物番号：4111）で投与 3日に認められた。

この動物では、投与開始日に自発運動の減少が認められたが、その後は一般状態に異

常は観察されなかった。病理学検査では、血性の腹水及び胸水の貯留、肝臓の大型化

並びに腺胃暗赤色巣が肉眼的に認められた。組織学的には肺の限局性出血と泡沫細胞

の集簇、肝臓の小葉中心性壊死とうっ血、腎臓の尿細管の拡張、脾臓の造血の増加と

白脾髄の萎縮、腺胃のびらん、甲状腺の鰓後体の遺残、顎下リンパ節、胸腺、腸間膜

リンパ節及びパイエル板の萎縮が認められ、被験物質投与の影響と判断されたが、死

因は明らかではなかった。 
生存動物では、機能検査、握力、自発運動量及び血液学検査に被験物質投与の影響

はみられなかったが、以下の検査項目に変化が認められた。 
一般状態では、500 mg/kg 投与群の雌雄全例で自発運動の減少が認められたが、投

与開始日のみの変化であり、その後は回復期間を含め異常は観察されなかった。 
詳細な一般状態では、手に持っての観察で投与 3及び 4週に 500 mg/kg投与群の雌

雄で流涎（軽度）が散見された。この変化は休薬により消失し、回復性が認められた。 
体重では、500 mg/kg投与群の雌雄で投与初期（投与 4 日）に低値傾向が認められ

た。 
摂餌量では、500 mg/kg投与群の雌雄で投与初期（投与 4日）に低値が認められた。 
尿検査では、125 mg/kg以上の投与群の雄で尿量の高値と浸透圧の低値が、500 mg/kg

投与群の雌で尿量の高値が認められたほか、沈渣において 500 mg/kg投与群の雄で小
円形上皮細胞の陽性例の発現頻度が増加し、被験物質投与による腎臓への影響が疑わ

れた。これらの変化は休薬により消失し、回復性が認められた。 
血液化学検査では、125 mg/kg 以上の投与群の雌で総コレステロールとリン脂質の

高値が、500 mg/kg 投与群の雌雄で総たん白質の高値が、雄でアルブミンの高値が、
雌でトリグリセライドの高値が認められ、被験物質投与による肝臓への影響が疑われ

た。また、500 mg/kg投与群の雄で無機リンの高値が、雌で塩素の高値が認められた。
休薬後の検査において、上述した変化は雌のトリグリセライドの高値を除き、いずれ

も消失し、回復性が認められた。 
病理学検査では、肝臓、腎臓及び甲状腺に被験物質投与の影響が認められた。肝臓

において 125 mg/kg投与群の雄で相対重量の高値が、雌で絶対重量の高値が、500 mg/kg
投与群の雌雄で絶対及び相対重量の高値がみられ、500 mg/kg 投与群の雌雄では肉眼
的に大型化が、組織学的に小葉中心性肝細胞肥大が認められた。また、腎臓において
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500 mg/kg投与群の雄で絶対及び相対重量の高値が、雌で相対重量の高値が認められ、
組織学的に 125 mg/kg以上の投与群の雄で、尿細管上皮細胞の好酸性小体が、500 mg/kg
投与群の雄で尿細管変性が認められた。更に、甲状腺において濾胞上皮細胞の肥大が

125 mg/kg以上の投与群の雌と 500 mg/kg投与群の雄で認められた。これらの変化は休
薬後ほぼ消失したが、雄では、肉眼的に肝臓の大型化、組織学的に腎臓の尿細管上皮

細胞の好酸性小体及び尿細管の再生の増強と甲状腺の濾胞上皮細胞の肥大が、雌では、

肝臓の相対重量の高値が認められた。しかし、いずれも程度あるいは発現例数が軽減

し、回復性が認められた。 
 
以上の結果から、β-ブロモスチレンの本試験条件下における無影響量は雌雄とも 30 

mg/kg/dayであると推定された。また、みられた変化はいずれも可逆性が認められた。 

31 

52



53



54

HKBFJ
長方形

HKBFJ
タイプライターテキスト
Ｃｌ

HKBFJ
タイプライターテキスト
3



55



56



57



58



59



60



61



62

HKBFJ
長方形

HKBFJ
鉛筆

HKBFJ
タイプライターテキスト
Ｃｌ

HKBFJ
タイプライターテキスト
3



63



64



65



66



67



68



69



70



71



72



73



74




